圧力真空クラブ第1回研究会

日時　： 2012年 7月 6日(金)　 14:00～17:15（講演会） 17:30-18:30 （懇親会） 

場所　： 産業技術総合研究所 臨海副都心センター [本館] 第１会議室（4階 412）

　　　　　[交通アクセス]
参加費： 講演会のみは無料、懇親会　1,000円（当日払い） 

プログラム

14:00 – 14:15
「開会の挨拶と圧力真空クラブについて」
圧力真空クラブ長　産業技術総合研究所　小畠 時彦
14:15 – 14:55
「圧力計の規格について」
長野計器株式会社  阿部正一

概要：圧力計に関するJIS規格はJIS B 7505 アネロイド型圧力計、JIS B 7547 デジタル圧力計の特性試験方法及び校正方法、JIS B 7610 重錘形圧力天びんの3規格が制定されている。これらのJIS規格は、それぞれの圧力計の技術上の基準、評価方法、使用方法等について規定しており、圧力計及び圧力測定値の信頼性を確保する上で、重要な項目についての情報を提供している。これらの規格の内容を紹介し、圧力計および圧力測定値の信頼性を評価する場合の、規格の活用方法について説明する。
14:55 – 15:35
「真空工業会と真空の規格について」
株式会社島津製作所　芦田 修

概要：主に真空機器等を生産及び販売を行なう企業の団体である日本真空工業会は、一般社団法人日本真空学会と合同で、規格標準合同検討委員会を組織し真空技術に関する規格の原案作成、審議、普及活動を行なっている。この講演ではその活動紹介、真空技術に関するJISとISO規格の紹介、ISO規格における高真空ポンプの性能測定に使う真空計の要求事項、講演者が一ユーザーとして経験した高真空と超高真空の真空度測定にまつわる話題について紹介する。
15:35 – 15:50  
--- 休憩 ---
15:50 – 16:30
「JCSS圧力校正における低圧力への校正範囲拡大」
産業技術総合研究所　小島 桃子

概要： 近年、絶対圧力数Paから数kPaの低圧力（または低真空）のJCSS校正の需要が増えている。JCSSにおいては、昨年の技術指針の改訂により、校正された圧力計と真空計を用いて、絶対圧力 5 kPa（特定二次標準器の校正範囲の下限）以下の校正を行うことが認められている。ここでは、指針に基づいた低圧力校正システムの実現方法について、産総研における圧力標準の現状とあわせて紹介する。

16:30 – 17:10
「真空標準の整備状況と標準コンダクタンスエレメントを用いた分圧真空計の“その場”校正法の開発」
産業技術総合研究所　吉田 肇

概要：産総研が保有する真空標準の整備状況や国際比較の状況、及び産総研で開発した標準コンダクタンスエレメントを用いた電離真空計と分圧真空計の“その場”校正法について紹介する。スピニングロータ真空計、隔膜真空計、ピラニ真空計、電離真空計、分圧真空計、ヘリウム標準リーク等をどのように校正して、トレーサビリティを確保してゆけば良いかについて説明する。

17:10 – 17:15
「閉会の挨拶」

産業技術総合研究所　大岩 彰

----------- 

17:30 – 18:30

懇親会＠別館11階　リフレッシュコーナー
